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論　　文　　の　　要　　旨

　高分子化学の発展青こ伴いヨ電カ機器に対するプラスチック材料の応用分野は広がりつつあるがヲ

特に高分子材料の適用に関して発展の目ざましい分野の一つに電カケーブルが挙げられる。1960年

頃架橋ポリエチレン絶縁（XLPE）ケーブルが開発されて以来害ケーブルの高圧化が進みヨ既に

500KVXLPEケーブルが発電所の引出し線として使用されているが里現在275KV級長距離線路の建

設が進められている。しかしXLPEケーブルは固体絶縁のためラ油の流動で欠陥を消減させることの

できる油含浸と比較して、絶縁性における信頼性が低く評価される結果となっている。そのため同

じ電圧階級の○Fケーブルに比較してXLPEの絶縁厚を厚くする必要がありラこれがXLPEの持つ大

きな欠点と見なされている。

　本論文はヨ著者が電カ中央研究所においてヨXLPEケーブルの絶縁厚半減を目的とする開発研究の

一環として行った研究成果でありヨ以下のような内容によって構成されている。

（1）顕微赤外分光による界面近傍絶縁体中の添加剤濃度分布の分析

（2）絶縁体高次構造の形成に関する界面活性剤添加効果の巨視的分析

（3）熱履歴による界面近傍絶縁体高次構造変化の微視的分析

（4）ケーブルヘの適用における従来法と絶縁体高次構造分析法の比較

（5）紫外ないし可視分光を用いた絶縁体高次構造の巨視的分析法

（6）FE－STEMによる微視的な絶縁体高次構造の直接観察法

　ボイド、異物等従来の絶縁体の欠陥が激減している優れたXLPEケーブルではラ絶縁破壊の起点は

ほとんど絶縁体との界面にあると考えられている。著者はラXLPEの絶縁破壊強度を向上させるため
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には里半導体層と絶縁体との界面が特に重要であるとの認識からラ電気絶縁性向上に有効な添加剤

を用いて害界面における添加剤拡散層を形成し事材質を改質すると共にラ界面近傍の微視的構造を

分析1評価する手法を開発した。この点において里本研究における顕著な竿績が認められる。

審　　査　　の　　要　　旨

　ポリマーの高次構造が絶縁破壊強度に影響を与えることはある程度知られていたが、著者は雪実

際のケーブルに近い形で，絶縁体界面に注目してラ最近の物理1化学分析手段が解析に有効である

ことを実証するとともに里．従来にない高次構造直接観察法を開発1実証したことは高く評価したい。

今後この分野の研究手法に大きな影響を与えるものと期待される。

　よって、著者は博土（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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